
農薬の商品名
主成分を示す一般的名称

（農薬の種類名）
成分数

種子 種子消毒 殺菌 温湯消毒

ヒドロキシイソキサゾール 1

メタラキシルM 1

葉いもち 殺菌剤 ルーチン粒剤 イソチアニル 1

病害 殺虫剤 パダン粒剤 カルタップ 1

ピリミスルファン 1

フェノキサスルホン 1

バサグラン粒剤 ベンタゾン 1

カメムシ 殺虫剤 キラップ粒剤DL エチプロール 1

8

使用成分回数　　8　 成分 5 割減

化学肥料名
（登録名称又は届出名称）

窒素成分量
kg/10a当

窒素成分量
kg/10a当

窒素成分量
kg/10a当

育苗期 育苗 配合肥料 0.10 0.10 0.10

本田期 基肥 配合肥料 2.50 2.50 2.50

追肥 配合肥料 0.85

追肥 配合肥料 0.85

2.60 3.45 3.45

使用窒素成分量　　4　ｋｇ 5 割減

栽培責任者名： 所在地：岩手県二戸市石切所荷渡22-7 TEL： 0195-23-4355

確認責任者名： 所在地：岩手県二戸市石切所荷渡22-7 TEL： 0195-23-4355

新岩手農業協同組合　二戸営農経済センター　二戸地区担当課

新岩手農業協同組合　二戸営農経済センター　

節減対象農薬慣行栽培使用基準　１６成分

【令和５年産】
品種名：いわてっこ

農協名：新岩手農業協同組合

栽培における節減対象農薬使用状況

使用時期 対象病害虫 用途

節減対象農薬使用状況

備　　考　

本田初期
除草 除草剤

ガンガン１キロ粒剤

合　計

育苗期 苗立枯病 殺菌剤 タチガレエースＭ

移植期

栽培における化学肥料（窒素成分）使用状況

合　計

化学肥料（窒素成分）慣行レベル　　8　　ｋｇ

使用時期 用途
化学肥料商品名

化学肥料（窒素成分）使用状況

※使用された化学肥料（窒素成分）の異なる上記3種類の米が混合する場合があります。

新いわて培土いなぞう君

有機入り水稲基肥

NKC17号

NK17号



農薬䛾商品名
主成分䜢示䛩一般的名称

䠄農薬䛾種類名䠅
成分数 成分数 成分数

種子 種子消毒 殺菌 温湯消毒

䝠䝗䝻䜻䝅䜲䝋䜻䝃䝌䞊䝹 1 1 1

䝯䝍䝷䜻䝅䝹M 1 1 1

葉䛔䜒䛱 殺菌剤 䝹䞊䝏䞁 䜲䝋䝏䜰䝙䝹 1 1 1

病害 殺虫剤 䝟䝎䞁粒剤 䜹䝹䝍䝑䝥 1 1 1

䝢䝸䝭䝇䝹䝣䜯䞁 1 1 1

䝣䜵䝜䜻䝃䝇䝹䝩䞁 1 1 1

䝠䜶䜽䝸䞊䞁 䝢䝸䝭䝜䝞䝑䜽䝯䝏䝹 1

䜽䝸䞁䝏䝱䞊㻱㼃 䝅䝝䝻䝩䝑䝥䝤䝏䝹 1

䝞䝃䜾䝷䞁粒剤 䝧䞁䝍䝌䞁 1

䜹䝯䝮䝅 殺虫剤 䜻䝷䝑䝥 䜶䝏䝥䝻䞊䝹 1 1 1

8 8 8

使用成分回数䚷䚷䚷㻤㻌成分 㻡㻌割減

化学肥料名
䠄登録名称又䛿届出名称䠅

窒素成分量
㼗㼓㻛㻝㻜㼍当

窒素成分量
㼗㼓㻛㻝㻜㼍当

窒素成分量
㼗㼓㻛㻝㻜㼍当

育苗期 育苗 配合肥料 0.10 0.10 0.10

本田期 基肥 配合肥料 2.50 2.50 2.50

追肥 配合肥料 0.85

追肥 配合肥料 0.85

2.60 3.45 3.45

使用窒素成分量䚷䚷䚷䚷㻟㻚㻡䡇䡃 㻡㻚㻢割減

栽培責任者名䠖新岩手農業協同組合䚷二戸営農経済䝉䞁䝍䞊䚷米穀園芸課 所在地䠖岩手県二戸市石切所荷渡㻞㻞㻙㻣 㼀㻱㻸䠖㻌㻜㻝㻥㻡㻙㻞㻟㻙㻠㻟㻡㻡

確認責任者名䠖新岩手農業協同組合䚷二戸営農経済䝉䞁䝍䞊 所在地䠖岩手県二戸市石切所荷渡㻞㻞㻙㻣 㼀㻱㻸䠖㻌㻜㻝㻥㻡㻙㻞㻟㻙㻠㻟㻡㻡

䠆使用䛥䜜䛯化学肥料䠄窒素成分䠅䛾異䛺䜛上記㻟種類䛾米䛜混合䛩䜛場合䛜䛒䜚䜎䛩䚹

䛔䛺䛮䛖君中苗用培土

有機入䜚水稲一番

㻺㻷㻯㻝㻣号

㻺㻷㻝㻣号

䈜使用䛥䜜䛯農薬䛾異䛺䜛上記㻟種類䛾米䛜混合䛧䛶䛔䜎䛩䚹

栽培䛻䛚䛡䜛化学肥料䠄窒素成分䠅使用状況

合䚷計

化学肥料䠄窒素成分䠅慣行䝺䝧䝹䚷䚷䚷䚷㻤㻚㻜䡇䡃

使用時期 用途
化学肥料商品名

化学肥料䠄窒素成分䠅使用状況

䛆令和䠐年産䛇
品種名䠖䛔䜟䛶䛳䛣

農協名䠖新岩手農業協同組合

栽培䛻䛚䛡䜛節減対象農薬使用状況

使用時期 対象病害虫 用途 備䚷䚷考䚷

䛔䛪䜜䛛一種
類

䛾使用

節減対象農薬慣行栽培使用基準䚷䠍䠒成分

本田初期
除草 除草剤

䜺䞁䜺䞁

合䚷計

育苗期 苗立枯病 殺菌剤 䝍䝏䜺䝺䜶䞊䝇M

移植期

節減対象農薬使用状況




